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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 本論文は、軽い原子核に現れる多様な励起構造を統一的に理解することを目的として、与えられた有
効相互作用を含むハミルトニアンの基底状態と励起状態に対応する解を、高い精度で求める方法論を発
展させた。与えられた角運動量とパリティ毎に、１－３個の収束した解を得ることに成功しており、多様な相
関構造を持つ励起状態を記述する経験的要素の少ない計算科学アプローチを構築したものとして高く評
価できる。この方法を用いて、多様なクラスター構造が出現することが知られている 12C、16O、20Ne の構造
への応用がなされた。12C に対する結果は、過去になされた微視的計算の中で、最も定量性に優れたも
のであると考えられる。16O では、02+状態の定量的記述が極めて重要な課題である。本論文の計算でも、
未だ 3MeV 程度励起エネルギーが高い。これらは、本研究で用いた配位が未だ不十分であるか、用いた
有効相互作用が正確でないことを示唆する。いずれにせよ、これまで微視的な記述が困難とされてきた
02
+状態に対して一定の結果を得て、問題点を指摘し、議論の土台を構築したことは、評価に値するもの
である。さらに 20Ne では、正負パリティ回転運動を記述し、慣性モーメントの課題を指摘するなど、重要な
貢献がある。これらの結果を総合すると、本研究は軽い原子核に現れるクラスター構造の微視的理解に
向けて重要な貢献をなすものであり、著者の高い研究能力を示すものであると認められる。 
 
〔最終試験結果〕 
 平成２６年２月１７日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のもと、
著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
